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論文内容の要旨

近年，マンマシンインタフェース， VR , ヒューマンコミュニケーションなどの分野において，人間動作の計測お

よび認識を行う研究が盛んに行われている o しかし，画像処理による方法も磁気センサによる方法も計測場所・計測

範囲が限られるだけでなく，それぞれオクルージョンがある，外部磁界環境の影響を受ける等の問題を抱えているo

またジェスチャ認識では， シンボルで表現される語義情報だけでなく， rとても J rやや」など語義内容の程度を表す

情報(以降，本論文ではそれぞれ「シンボル情報J， rバリュー情報」と呼ぶ)を認識することが重要である。しかし，

一般的な位置・姿勢計測に基づいた方法では，ノイリュー情報と関連性の高い速度，加速度情報を計測値の微分によっ

て求めなければならず，精度が十分ではない。

本論文はこれらの課題を解決することによって，人間の豊かな身体動作表現をコンピュータ上で復元・認識するこ

とを目的とするもので，計測場所・計測範囲・オクルージョン・磁界環境に左右されない人間の身体運動計測，およ

び、バリュー情報認識に主眼をおいたジェスチャ認識について検討したものである。

まず，計測場所・計測範囲・磁界環境・オクルージョンに左右されない身体運動計測手法として，加速度センサお

よびジャイロセンサを用い統合型センサフュージョンを行うことによって手先・腕・肘の位置・姿勢を求める手法を

提案し，人間の上肢の 2 関節屈曲動作計測および 3 軸回転動作計測において，本手法が有効であることを確認した。

次に、人間の身体動作表現に含まれる豊かなバリュー情報の認識を主眼としたジェスチャ認識手法として，加速度

センサおよびジャイロセンサ(および筋電位センサ)を用いニューラルネットワークで統合化する手法を提案し，手

話動作を用いた実験によって，その有効性を確認した。

論文審査の結果の要旨

本論文は，モーションセンサを用いた身体動作計測およびジェスチャ認識に関する論文である。近年，マンマシン

インタフェース，バーチャルリアリティ， ヒューマンコミュニケーションなどの分野において，人間動作の計測およ

び認識に関する研究が盛んに行われているo しかし，現在の主流的な技術である画像処理や磁気センサによる方法は，

計測場所・計測範囲が限られるだけでなく， オクルージョンや外部磁界環境の影響を受けるという問題を抱えているo
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またジェスチャ認識では， シンボルで、表現される語義情報だけでなく， Iとても J Iやや」など語義内容の程度を表す

バリュー情報を認識することが重要であるo しかし，従来の位置・姿勢計測法では，バリュー情報を示す速度，加速

度情報を計測値の微分によって求めなければならず，精度が十分ではない。

本論文では，人間の動作をメカニカルに計測するモーションセンサを用いて，人間の身体動作表現を安定に計測し，

認識している O これにより，計測場所・計測範囲・オクルージョン・磁界環境に左右されない人間の身体運動計測が

可能となり，従来のジェスチャ認識を越えた認識が可能となった。すなわち従来は変動分として無視していた非記号

情報を計測し，バリュー情報の認識に主眼をおいたジェスチャ認識について検討し，新しい知見を得ている。方法と

しては，加速度センサおよびジャイロセンサを用い統合型センサフュージョンを行うことによって手先・腕・肘の位

置・姿勢を求める手法を提案し，人間の上肢の 2 関節屈曲動作計測および 3 軸回転動作計測において，本手法が有効

であることを確認している。

また，人間の身体動作表現に含まれるバリュー情報の認識を主眼としたジェスチャ認識手法として，加速度センサ，

ジャイロセンサおよび筋電位センサを用い，ニューラルネットワークで統合化する手法を提案し，手話動作を認識す

る実験によって，その有効性を実証している。

以上のように，本論文はジェスチャ認識に関して新しい視点を提案しており，博士(工学)の学位論文として価値

あるものと認める o
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